
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 ２月に入り暦の上では立春が過ぎましたが、その後、雪の降りと寒さに備える日々が数日続き、

北陸の天候の厳しさを改めて感じ入っていました。しかし、この頃の天候はとても穏やかな日が

続き、過ごしやすい日となっています。さて、今回はＣＳたよりの３号でお知らせいたしました

文部科学大臣表彰についてお伝えいたします。 

 

県内初の文部科学大臣表彰を受彰！ 
 

 ２月３日（金）に、文部科学省３階講堂において文部科学大臣

表彰の表彰式が行われました。この授賞式には、朝日町学校運営

協議会 会長 南茂敬子さんと総括的な地域学校協働活動推進員

の深松茂さんが出席し、栄えある賞をいただきました。 

 この賞は、本年度設けられた新規の大臣表彰で、朝日町の３つ

の小中学校とＰＴＡなどが連携して学校運営や地域教育の在り方

を話し合う学校運営協議会と地域住民や企業などで作る地域学校

協働本部の一体的な取組で、県内では初めての受彰となります。 

 朝日町では、「ふるさと教育」で地域の人材を積極的に活用する

など地域と学校が一体となった運営を進め、教員の働き方改革に   

<文部科学省での表彰式>  つなげたことが評価されました。 

 

 具体的な取組として、朝日町では、県内自治体に先駆け、退職教員による放課後学習指導や外

部人材による部活動指導など、学校 

運営に地域住民が関わる仕組みを取 

り入れてきました。本年度は７つの 

運動部と吹奏楽部で地域移行を行っ 

ています。登下校の管理や「１４歳 

の挑戦」など一部行事の連絡調整も 

住民が主体的に担い、教員は授業や 

面談など本業に専念できるようにな 

りました。また、小中学校の下校時 

刻も繰り上げし、教員の長時間勤務 

解消につなげました。保小中一貫教 

育も本年度よりスタートするととも 

に、町独自の教科「ふるさと科」を 

設け、郷土愛の育成に取り組みました。        <2/7、笹原町長への報告会> 

 

木村博明教育長は「受彰を新たなスタートとし、今後も学校と地域が一体となって取り組みた

い」と話しています。 
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